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噴火の前に重力が変わる？

ニホンジカの生態観測ネットワークの構築と活用　　　中村圭太

多角的な観測による富士山火山の観測体制の充実　　     本多　亮

リアルタイムで居場所がわかる？

令和 � 年度
山梨県富士山科学研究所
令和 � 年度
山梨県富士山科学研究所
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先    着
100 名

詳細はチラシ裏面

kouryu@mfri.pref.yamanashi.jp

受付開始1月 24日～
右のQRコードから

参加
無料

山梨県富士山科学研究所  広報・交流担当

2024.2.24Sat
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（甲府駅北口）
山梨県立図書館  １階イベントスペース山梨県立図書館  １階イベントスペース

https://www.mfri.pref.yamanashi.jp

富 山士 研究 最新 情報

事前参加申込み



ポスター発表TOPICResearch

18

ポスター発表 ��:�� - ��:��

「富士山における落石事象の現地観測技術の開発と落下過程の解析」                                              石峯 康浩

「富士山の最近 5,600 年間の主要テフラ層序に関する研究」                                                                亀谷 伸子

「自然災害にかかる継続的な学校防災計画改善に関する研究」                                                          

「効果的な火山防災マップのあり方に関する研究」 

「次世代火山研究プロジェクトによる火山災害対策研究について」                                                   久保 智弘

「富士山のマグマ供給系解明に向けた基礎研究」                                                                                     西澤 達治

「富士山の災害対応に資する管理者向け情報共有プラットフォームの整備」  

「富士山重力検定側線を利用した重力測定高度化」　　　　　　　　　　　                                 本多     亮

「富士山の山岳ハザード検知のための空振観測研究」                                                                            山河 和也

「河口湖の水質浄化のための基礎的研究」                                                                                                  山本 真也

「富士山噴火の減災に資する実験教材の開発」                                                                                         吉本 充宏

      

火山防災研究センター

「富士登山者の転倒状況の実態について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  宇野　 忠

「富士北麓の採取活動が維持されてきた社会的背景に関する研究」                                                 小笠原 輝

「ニホンジカ (Cervis nippon) の空間分布の決定機構：捕獲圧がシカを高標高域へむかわせる？」

「富士北麓におけるコウモリ類の生息状況」                                                          　　　　　　　    中村 圭太

「富士北麓地域における侵略的外来植物の防除支援システムの開発と社会実装に向けた研究」                      

「富士山の野生動物管理に向けた生態観測ネットワークの開発」                                                      

「種分布モデルを基礎とした富士山の自然環境モニタリングシステムの開発」                            安田 泰輔

     

自然環境・共生研究科

研究員から
直接話を聴くこと
が出来ます！

富士山研の新しいキャラクター
けんにゃるび

調査や分析、実験などから分かった最新の知見を発表します！
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